
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
六
晋
）

世
界
資
料

世
界
週
報

証
券
会
報

商
工
資
料

続
計
月
報

統
計
月
報

続
計
東
京

東
京
銀
行
月
擢

投
資
月
報

東
　
　
商

運
輸
と
経
済

財
界
観
渕

共
同
通
信
杜
　
　
　
　
一
九
五
三
年
一
月
号
－
九
月
号

時
事
通
信
社
串
版
局
第
睾
四
巻
第
十
五
号
－
三
茜
巻
享
四
号

東
京
証
券
業
協
会
　
　
　
第
四
十
八
号
－
第
四
十
九
号

京
都
府
商
工
部
商
工
振
興
課
　
　
　
オ
ｏ
・
Ｈ

大
阪
証
券
取
引
所
　
　
　
　
　
　
　
昭
廿
八
年
十
月
号

総
理
府
統
計
局
　
一
九
五
三
、
一
月
－
十
一
月
（
老
◎
・
ミ
）

東
京
都
総
務
局
統
計
部
　
　
一
九
五
三
オ
ｏ
．
ｑ
ー
オ
◎
・
ｏ

株
式
会
杜
東
京
銀
行
　
　
甘
八
年
一
月
号
－
十
二
月
号

日
輿
証
券
京
都
支
店
　
　
　
　
昭
廿
八
年
一
月
－
十
月

東
京
商
工
会
議
所
　
　
　
　
昭
廿
八
年
一
月
－
十
一
月

違
輸
調
査
局
経
済
調
査
部
一
窒
三
、
一
－
十
一
月
（
圭
巻
五
号
）

野
村
証
券
株
式
会
杜
　
　
第
六
巻
一
号
－
第
八
巻
九
号

　
　
　
　
　
　
（
御
寄
贈
を
感
謝
し
引
続
い
て
御
恵
投

　
　
　
　
　
　
　
を
期
待
い
た
し
ま
す
）

一
二
四
（
七
六
六
）

〔
要
旨
〕

　
理
論
経
済
学
の
理
論
的
「
枯
凋
病
」
は
近
時
き
わ
め
て
歴
史
的
個
性
化

　
を
た
ど
ろ
う
と
し
て
い
る
。
い
わ
ば
動
学
体
系
の
方
法
論
上
の
反
省
の

　
域
に
．
あ
る
。
こ
の
と
書
Ｊ
・
Ｓ
・
シ
ユ
ム
ベ
ー
タ
ー
の
科
学
論
を
再
反

　
省
し
よ
う
と
す
る
意
図
の
も
と
に
そ
の
理
論
的
限
界
を
明
か
に
。
し
よ
う

　
と
し
た
。
裸
告
者
は
こ
れ
を
マ
ル
ク
ス
動
享
の
基
底
面
と
の
関
連
に
お

　
い
て
と
リ
あ
げ
両
者
の
間
題
意
識
自
体
に
対
象
認
識
の
差
異
が
抽
閏
さ

　
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
Ｂ
・
Ｓ
・
ケ
ア
ス
テ
ッ
ド
が
「
経
済
変
動
の
理

　
論
」
に
。
お
い
て
〃
与
件
”
分
析
を
通
じ
て
試
み
た
両
者
の
理
論
的
方
法

　
を
紹
介
し
、
両
者
が
質
的
な
経
済
体
制
の
認
識
に
。
関
心
が
あ
る
と
し
て

　
も
理
論
的
整
序
の
方
法
に
．
根
本
的
な
差
異
の
あ
る
こ
と
を
検
討
し
た
。

社
　
会

見
　
学

経
商
研
究
会
例
会
報

第
三
十
六
回
（
十
二
月
一
目
）

　
理
論
経
済
学
の
学
的
整
序
の
問
題

浜
　
崎

正
　
規

第
八
回
（
十
月
二
十
三
日
）

第
九
回
（
十
一
月
十
四
目
）

第
十
回
（
十
一
月
二
十
目
）

第
十
一
回
（
十
二
月
二
目
）

第
十
二
回
（
十
二
月
十
一
日
）

、
積
水
化
学
Ｋ
・
Ｋ

　
日
本
ク
ロ
ス
Ｋ
．
Ｋ

　
京
都
証
券
取
引
所

大
阪
証
券
取
引
所

朝
日
麦
酒
Ｋ
・
Ｋ

専
売
公
杜
東
都
工
場ワ


